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丙

成日時
七
月
十
六
日
㈹
受
付

　
　
　
　
け
八
時
半
　
開
式
十
時

対
象
者
　
昭
和
三
十
六
年
四
月
二

　
　
　
　
日
～
三
十
七
年
四
月
一

　
　
　
　
日
ま
で
に
生
れ
た
人
。

場
　
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
申
込
み
が
な
く
と
も
、

当
日
参
加
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
水
に
よ
る

事
故
が
多
発
す
る
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
。

　
宮
中
取
水
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
放

流
の
際
に
は
警
報
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
早
目
に
安
全
な

所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
な
く
て
も

増
水
し
て
き
た
ら
早
く
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

　
台
風
や
集
中
豪
雨
の
と
き
は
、

と
く
に
増
水
が
早
い
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
子
供
た
ち
だ
け
で
の
川
遊
び
は

非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
危
険
な

遊
び
を
見
つ
け
た
ら
、
一
声
か
け

て
子
供
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守

り
ま
し
よ
・
つ
。

★
受
験
資
格

　
昭
和
三
十
年
四
月
一
一
日
～
昭
和

三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
で
大
学
卒
業
者
（
卒
業

見
込
者
を
含
む
）

★
受
付
期
間

　
六
月
二
十
九
日
㈹
～
八
月
十
六

日
㈲
ま
で

★
試
験
日

　
八
月
二
十
九
日
㈲

★
試
験
地
　
新
潟
市

★
問
い
A
・
せ

　
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
駐
在

　
ま
で
ロ健
画
響
響

　
複
雑
化
し
た
現
代
社
会
に
住
む

人
々
の
中
で
半
数
以
上
の
人
が
半

健
康
人
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
室
で
は
、
左
記
の
と

お
り
健
康
相
談
を
実
施
し
、
皆
さ

ん
の
病
気
に
つ
い
て
の
悩
み
に
こ

た
え
て
い
き
ま
す
。

★
日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
月
曜
日

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
お
気
軽
に
健
康
管
理
室
ま
で
相

　
に
お
い
で
く
だ
さ
い
む

郵
便
皿
働
脚
ら
せ

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
の
た
め

毎
年
各
地
で
、
無
料
健
康
診
断
、

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
中
里
村
で
も
左
記
の
通
り

行
な
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
々

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

一
、
日
時
七
月
二
十
日

　
　
　
　
十
時
か
ら
三
時
ま
で

一
、
場
所
西
田
尻
　
清
津
峡
ホ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
ル

◎
胃
の
検
診
希
望
者
は
、
朝
食
を

　
食
べ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

さと、　　　し　　1一衣脅：

　　凶祷
輯
3衆

何
も
お
願
い

し
ざ
わ
か
侮

◎
健
康
保
健
証
書
を
持
参
く
だ
さ

い
。

雇
用
．
緩
険
の
お
知
ぢ
せ

　
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
く
）
は
、
雇
用
保
険
の
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
加
入
の
場
合
に
は
、
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

早
急
に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
商
工
会
で
手
続
き
が
と
れ
ま
す

　
　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

　
　
（
8
豊
五
七
五
⑦
二
四
〇
七
）

持
蕊
劃
響
策

　
事
巣
資
金
を
貸
付
け
ま
す

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関

連
業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
新
築
資
金
を
貸
付
け
て

い
ま
す
。

▼
貸
付
け
の
条
件

●
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

木
造
住
宅
を
新
築
（
講
入
は
含
ま

な
い
）
し
よ
う
と
す
る
人
。

●
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ

ば
木
造
住
宅
を
新
築
で
き
な
い
人
、

〔
所
得
金
額
の
制
限
あ
り
〕

●
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
七

年
度
第
二
回
個
人
住
宅
資
金
を
受

け
て
住
宅
を
新
築
す
る
人
。

▼
貸
付
け
限
度
額
　
四
百
万
円

▼
受
付
け
期
間

　
七
月
十
五
日
㈱
か
ら
七
月
三
十

一
日
ω
ま
で

▼
申
込
書
の
頒
布
、
受
付
け

　
も
よ
り
の
取
扱
金
融
機
関
の
窓

口
ま
で

　
詳
し
く
は
、
県
土
木
部
建
築
住

宅
課
唇
9
藝
丁
二
四
ー
三
八
〇
三

ま
で
。

　
N
H

④
・
㊥
轟
Ψ
㊥

＊
お
め
で
た
＊

正
　
文
（
上
原

正
　
士
（
服
部

多
恵
子
（
石
沢

律
　
子
（
上
原

裕
　
志
（
樋
口

純
　
一
（
山
本

大
　
輔
（
服
部

＊
お
く
や
み
＊

鈴
木
政
太
郎

大上大山根
島原口本津

ゐ
も
〃

由
平

ハ
ナ

ツ
ル

ハ
ツ

留
士
・

正
夫
）
上
　
山

光
男
）
田
　
沢

竹
雄
）
田
　
中

満
男
）
荒
　
屋

克
久
）
西
田
尻

　
久
V
小
　
出

喜
章
）
如
来
寺

溌
轍

73　81　83　77　71　88

上重小芋重

山地出川地

芋
川
新
田

　
N
H
K
津
南
テ
レ
ビ
局
の
電
波

が
U
H
F
（
極
超
短
波
）
電
波
に

変
り
ま
す
。
　
（
七
月
下
旬
）

　
津
南
総
合
　
五
十
九
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
津
南
教
育
　
六
十
一
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
詳
し
く
は
N
H
K
新
潟
放
送
局

へ
　
費
2
垂
ー
四
七
i
三
一
一
一

交通事故の相談はお気軽に〃

　交通事故の防止は、みんなの願いで

すが、万一事故を起こしたり被害者に

なったりした場合、解決万法や保険請

求手続き等がわからないといった人が

意外に多いようです。

　このため「新潟自動車保険請求セン

9－」では、被害者、加害者に関係な
く、また強制、任意保険を間わず、無

料で交通事赦の相談に応じていますの

で、どうぞご利用ください。

★開設場所

　新潟市本町通7番町↑082

　興亜火災新潟支店ビル5階
　新潟自動車保険請求相談コーナー

★相談詩聞

　卑日　午前9時30分～午後4時30分

　　　　まで
　士曜臼　午前9時30分～正午まで

　専門の相談員が親身になつて相談に

応じていますので、お気軽にどうぞ。

編
集
後
記

お
締
さ
ん

ど
告
こ
ヒ
移
老
．
．

系　
　
　
　
じ

　
　
　
ざ
）
γ

句
い
㌧
ー

、
趨

。
Q

お
し
ん
4
、

ζ
“

　
　
》

幹　
　
　
　
　
　
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
5
　
奔
1

　
　
　
串
り
の
い
ξ

　
　
　
　
　
／

　
七
月
十
七
日
、
十
八
日
は
清
津

峡
ま
つ
り
で
す
。
こ
の
祭
り
も
今

年
で
十
二
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
、
近
隣
市
町
村
を
除
い
て
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
清

津
峡
ま
つ
り
を
清
津
峡
地
区
の
人

た
ち
だ
け
の
祭
り
で
は
な
く
、
村

全
体
の
祭
り
と
し
て
も
り
あ
げ
、

高
速
時
代
に
対
応
し
た
観
光
の
ポ

イ
ン
ト
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
八
月
二
十
九
日
の
夜
に
は

浅
草
の
三
社
ま
つ
り
が
、
村
内
の

有
志
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
大
都
市
台
東
区
と
の

交
流
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

騨欝騰畢

感鱗議
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中
里
村
に
は
数
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
南
魚
沼
、
東
頸
城
地
方
な
ど
各
地
で
、
も
う
す
ぐ
到

来
す
る
高
速
時
代
に
対
応
し
た
観
光
開
発
の
計
画
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
我
が
中
里
村
も
天
下
に
誇
る
清
津
峡
、
七
ツ

釜
を
中
心
に
観
光
開
発
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
、
村
内
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

よ
・
つ
。⑤
㊧
㊨
◎
⑳
⑱
㊨
⑳

　
村
内
の
観
光
資
源
の
中
で
、
人

工
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
所
は
、

清
津
峡
、
七
ツ
釜
、
小
松
原
、
清

田
山
自
然
運
動
公
園
、
魚
沼
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
整
備
さ
れ
て
い
な
い
所
は
、
城

山
、
鷹
ノ
巣
ダ
ム
、
養
魚
場
、
瀬

戸
漢
谷
、
角
間
ね
じ
り
杉
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
村
内
に
は
、
近
隣

市
町
村
に
は
な
い
数
多
く
の
観
光

資
源
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
清

津
峡
を
除
い
て
は
、
村
民
の
収
益

に
直
接
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

〆
に
は
、
テ
ニ
ス
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

遊
歩
道
、
管
理
棟
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
展
望
台
か
ら
の
、

こ
の
地
方
特
有
の
河
岸
段
丘
の
な

が
め
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
く
、

訪
ず
れ
る
人
を
感
嘆
さ
せ
る
で
し

よ
う
。

　
清
田
山
集
落
の
人
た
ち
が
、
こ

の
公
園
を
管
理
し
、
今
後
は
、
釣

り
堀
り
等
も
運
営
し
、
収
益
を
あ

げ
て
い
き
た
い
と
、
は
り
き
っ
て

中里村の尾瀬（小松原湿原）

清津峡をPRしよう

　
ま
じ
か
に
迫
っ
た
上
越
新
幹
線

の
開
通
、
関
越
自
動
車
道
の
開
通
、

国
道
三
五
三
号
線
の
改
良
に
伴
い

中
里
村
が
中
魚
沼
地
方
、
東
頸
城

地
方
の
玄
関
口
と
し
て
観
光
面
、

産
業
面
で
の
発
展
が
、
大
い
に
期

待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

に
対
応
し
た
観
光
開
発
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
、
観
光
客
は
中
里

村
を
素
通
り
し
て
し
ま
い
、
せ
っ

か
く
の
観
光
資
源
が
眠
っ
た
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
や
、
観
光
開
発
は
、
風
景
を

見
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客

自
ら
が
参
加
し
て
作
り
出
す
観
光
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い
ま
す
。

　
《
城
　
山
》

　
堀
ノ
内
の
集
落
か
ら
車
で
二
十

分
く
ら
い
で
行
け
ま
す
。
昔
六
日

町
の
坂
戸
城
と
上
越
の
春
日
山
城

を
結
ぷ
、
の
ろ
し
の
中
継
点
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
も
、
お

堀
り
の
あ
と
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
は
、
中
里
村
は
も
と
よ

り
、
津
南
町
、
十
日
町
方
面
も
展

望
が
き
き
、
中
里
村
の
地
形
を
知

る
に
は
、
最
高
の
場
所
で
す
。

　
《
瀬
戸
漢
谷
》

　
両
岸
に
そ
び
え
る
岩
と
、
そ
の

下
を
流
れ
る
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ

ー
ン
の
清
流
と
が
調
和
し
て
と
て

も
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
養
魚
場
、
弘
法

大
師
が
ね
じ
っ
た
と
い
わ
れ
る
角

間
ね
じ
り
杉
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ

れ
ら
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
し
、
観

光
客
が
少
し
で
も
長
い
時
間
中
里

村
に
滞
在
で
き
る
よ
う
に
し
て
行

く
と
と
も
に
、
中
里
村
の
特
産
品

うもれている資源に目を向けよう

　　　　　　　　角間

　　　　　　　　山田和人
　　　　　　　　　　　　　さん

　我が、中里村は白本でも有数の景勝地、清

津峡を持つ村で行楽時期には多くの観光客

でにぎわいます。村内には清津峡の他にも

見直す所がたくさんあると思う。例えば角

間のねじり杉は知られているが、境内にあ
　ロぴ　しる「番持石」に関しては知る人が少ない。

これは昔、道を通る人たちが力を競い合っ

た石で二つ残されている。また、すぐ上に

ある不動様の「おば石」の表面には「馬J

「鳥」「ゲタ」等の足跡がついており上には

石宮まである。この様に村内各地には隠れ

た資源がかなりあると思う。それと地域を

つなぐ道路もでき、これらを観光へと結び

つけるのは村民自身の考え万にあるど思う。

に
変
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
村
内
に
ど

れ
だ
け
の
観
光
資
源
が
あ
る
の
か

を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

　
《
清
津
峡
》

　
日
本
三
大
漢
谷
に
数
え
ら
れ
る

清
津
峡
は
、
村
内
で
唯
一
の
収
益

の
あ
が
る
観
光
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
両
岸
に
そ
び
え
る
柱
状
節

理
の
岩
盤
は
、
雄
大
で
あ
り
訪
ず

れ
る
人
た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
小
出
か
ら
湯
沢
八
木
沢
ま
で
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
も
、
毎
年
数

多
く
の
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
挑
戦
し
、

漢
谷
美
を
た
ん
の
う
し
て
い
ま
す
。

　
清
津
峡
は
関
東
圏
か
ら
の
玄
関

口
と
し
て
大
き
な
期
待
が
も
て
ま

す
。
し
か
し
、
温
泉
街
が
狭
少
で

あ
る
こ
と
と
、
小
出
か
ら
温
泉
ま

で
の
県
道
が
非
常
に
悪
い
こ
と
が
、

最
大
の
欠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
《
七
ツ
釜
》

を
生
み
出
し
、
観
光

客
に
販
売
し
収
益
を

あ
げ
る
こ
と
を
皆
で

考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
田
代
集
落
か
ら
徒
歩
で
三
十
分

く
ら
い
の
所
に
あ
り
ま
す
。
七
ツ

釜
と
は
、
七
ツ
の
滝
ツ
ボ
の
こ
と

で
す
。
　
一
番
滝
か
ら
落
ち
る
水
の

音
が
谷
あ
い
に
こ
だ
ま
し
、
神
秘

的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
、
展
望
台
、

遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
年

間
に
相
当
数
（
推
定
一
万
人
）
の

観
光
客
が
訪
ず
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
せ
っ
か
く
整
備
さ
れ
て
い

な
が
ら
も
、
バ
ス
の
終
点
か
ら
歩

い
て
三
十
分
も
か
か
る
こ
と
と
、

電
灯
が
な
い
こ
と
が
欠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
《
小
松
原
》

　
小
松
原
は
、
昔
平
家
の
子
孫
が

穏
れ
住
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
所

で
す
。
あ
た
り
一
面
の
湿
原
地
帯

　
　
　
ら
ロ
レ
マ
つ

に
は
、
池
塘
が
点
在
し
、
高
山

植
物
と
調
和
し
て
、
と
て
も
美
し

く
中
里
村
の
尾
瀬
と
も
言
わ
れ
て

　
　
　
　
　
い
ま
す
。
今
年
の
八

を一望できる中信濃川の流れと岩の美（鷹ノ巣桜並木と釣り掘り（養魚場）

月
に
は
、
湿
原
地
帯

の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め

に
、
木
道
が
一
、
ニ

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
敷

か
れ
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
小
松

原
も
近
年
荒
廃
が
す

す
ん
で
い
る
た
め
、

自
然
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
開
発
を
す
す
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
清
田
山
自
然

　
運
動
公
園
》

　
七
月
一
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
の
公
園

　
　
　
　
　
　
　
＼

鯖
十
－

　
　
　
　
　
　
　
中
魚
地
方
は

遠
い
昔
よ
り
、
地
方
の
中
の
未
端

に
位
置
付
け
ら
れ
た
ま
ま
今
日
を

迎
え
、
今
ま
た
高
速
交
通
体
系
の

わ
く
組
み
の
外
側
に
立
た
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
村
の
振
興

を
策
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
観

光
開
発
を
行
う
事
は
難
問
で
あ
り

今
持
っ
て
成
案
ら
し
き
考
え
が
な

い
が
、
一
、
二
思
い
つ
く
事
を
例
記

致
し
各
位
の
御
批
判
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。
一
、
村
内
観
光
資

源
の
再
開
発
の
一
環
と
し
て
、
村
内

各
地
の
温
泉
鉱
泉
の
噴
出
の
可
能

性
を
再
度
調
査
見
直
し
資
力
技
術

　中
　里広村

　商
田エ

　会
寛長

吾
さ
ん

力
の
投
下
い
か
ん
に
よ
っ
て
噴
出

可
能
な
ら
ば
そ
の
見
積
等
も
。
一
、

村
民
の
自
主
的
資
本
参
加
に
よ
る

村
民
ス
キ
ー
場
の
開
発
、
以
上
若
干

述
べ
て
み
た
が
、
振
興
の
前
提
と

な
る
道
路
そ
の
他
の
基
本
条
件
の

整
備
充
実
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が

い
ず
れ
に
し
て
も
観
光
と
い
う
事

は
、
我
が
村
、
我
が
郷
土
の
文
物

風
光
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
に

住
む
人
々
の
生
き
様
ま
で
“
よ
そ

様
”
の
目
に
さ
ら
す
大
変
な
仕
事

で
あ
る
。
住
民
の
深
い
御
理
解
と

御
協
力
な
し
に
は
、
成
り
立
た
な

い
事
業
で
あ
る
。
関
係
者
は
心
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

中
里
村
連
合
婦
人
会
長

　
　
樋
　
ロ
　
ヒ
サ
さ
ん

光
開
発
の

第
一
歩
は
、
ま
ず
村
民
が
恵
ま
れ
た

村
内
の
観
光
資
源
を
良
く
知
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
村

内
め
ぐ
り
や
講
座
等
を
計
画
し
て

い
た
だ
き
、
勉
強
す
る
機
会
を
作

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
小
松
原
に
、
高
山
植
物
園
と
キ

ャ
ン
プ
場
を
作
り
、
美
し
い
花
と

新
鮮
な
高
原
野
菜
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
観
光
客
を
招
い
た
ら
ど

う
で
し
よ
う
か
。

　
山
菜
を
観
光
菜
園
化
し
て
経
営

し
、
旅
館
、
民
宿
等
で
は
、
山
菜

料
理
を
昔
な
が
ら
の
味
と
、
現
代

人
の
口
に
会
う
よ
う
に
工
夫
し
て

観
光
客
に
出
せ
ば
喜
こ
ば
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
米
、
山
菜
、
畜
産
物
等
の
加

工
工
場
を
作
り
、
絹
織
物
、
笹
だ

ん
ご
等
と
供
に
、
み
や
げ
品
と
し

て
販
売
す
れ
ば
多
く
の
人
た
ち
が

収
益
を
う
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
清
津
峡
の
漢
谷
美
は
、
い
つ
見

て
も
す
ば
ら
し
い
が
、
道
路
を
整

庸
し
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら

｛自
然
の
ま
ま
の
美
し
さ
を
満
喫
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

－
回
溜
簿
鹸
ま
う
り

ズ
カ
ラ
ス
踊
大
会
・
つ
か
み
ど
り
大
会
・
深
山
市
な
ど
…

谷漢戸瀬流
翻
今
後
の
施
策

岩　
　
地
元
の
主
力
産
業

　
で
あ
っ
た
絹
織
物
の

　
不
況
に
よ
り
、
こ
の

杉
地
方
一
帯
が
不
景
気

じ
　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ね
　
　
こ
う
し
た
状
況
に

問
角
活
力
を
入
れ
る
た
め

護
に
は
、
農
業
、
商
工

思
不
業
の
振
興
を
図
っ
て

に
　
い
か
な
け
れ
ば
な
り

と

こ
ま
せ
ん
が
、
現
実
問

ま　
題
と
し
て
、
工
場
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑
神

致
で
は
、
雪
、
土
地
の
問
題
、
農
業

で
は
、
水
田
利
用
再
編
対
策
、
ま

た
、
価
格
の
低
迷
に
よ
る
不
安
な

ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
も
、
我
が
村
に
は

近
隣
市
町
村
に
は
な
い
観
光
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
国
道
三
五
三
号
線
の
改
良
に
伴

い
数
多
く
の
観
光
客
が
、
我
が
村
へ

訪
ず
れ
る
こ
と
は
、
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
清
津
峡
は
、
中
魚
沼
郡

東
頸
城
地
方
の
玄
関
口
の
観
光
地

と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
出
か
ら
田
代

へ
か
け
て
の
林
道
も
昨
年
か
ら
舗

装
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
清
津
峡

七
ツ
釜
を
中
里
村
の
観
光
の
主
軸

に
し
て
開
発
し
て
い
き
た
い
。

　
自
然
の
光
景
が
美
し
い
と
い
う

だ
け
で
は
、
観
光
地
と
し
て
最
適

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
旅
す
る
人
の

目
的
を
満
し
て
や
る
こ
と
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、
十
日
町
市
と
共
同
で

当
．
間
高
原
総
合
開
発
の
計
画
も
動

き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ

ー
場
の
建
設
も
模
索
し
て
い
る
現

状
で
す
。

　
一
口
に
観
光
開
発
と
い
っ
て
も

施
設
を
造
成
す
る
だ
け
で
は
、
村

民
の
収
益
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

い
か
に
観
光
客
を
滞
在
さ
せ
、
特

産
品
な
ど
の
販
売
に
よ
っ
て
収
益

を
得
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
は
、
村
民
の
方
々
の
暖

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
な
し
に
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　温泉　の　掘　削　を

　　　　　　　　　田　代

　　　　　　　　　滝沢常一郎
　　　　　　　　　　　　　　　さん

　湯沢から津南高原の年金保養基地を清津

峡、七ツ釜経由の観光道路で結ぶ。4～5

年後には田代から七ツ釜のわきを通って湯

沢に通じる林道も完成し景観申し分ない道

路になる。道路が確保できればスキー場も

作れるし、清津峡、セ1ツ釜、清田山目然

運動公園はケーフルで結んだらどうだろう。

七ツ釜周辺に温泉を掘削し清津峡と共にこ

の地区の観光の核として、倉俣東光寺、鷹

ノ巣ダム等名所の観光資源を結んで村内名

所巡りを実現したい。そしてそれぞれの地

区で士産品の製造販売や民宿など創意工夫

をこらしてりっばな観光の村としていきた

いものである。

　　農業だけでなくプラス観光を

　　　　　　　　　清田山

　　　　　　　　　山　田虎一
　　　　　　　　　　　　　　　さん

　中里村の観光と言えば、清津峡、七ツ釜

を代表に教々の貴重な観光資源があります。

　しかし、山間地のため道幅が狭く危険が

多く、先進地の一昔前の姿です。国道353号

線の完成に合せて道路網の整備を図りそれ

と同時に観光案内板の設置を早急にしP　R

体制の確立が望まれます。また、農協に山

菜加工場を設け地域の老人たちまで山菜採

取を奨め、山莱を利用した特産物を作り、

素朴なふるさとの昧を売り出したらいかが

なものであううか。老人たちの生きがい運

動と地域全般に経済的な潤いを与えてくれ

ると思う。農業だけではなく、フラス観光

の活路を見い出したい。
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1　　　　　　　　　　　　健康は私たちの宝

　
身
近
に
あ
り
な
が
ら
無
関
心
な
も
の
の
ひ
と
つ
に
”
国

民
健
康
保
険
”
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
村
内
で
は
人
口
の
六

二
％
四
千
三
百
九
十
九
人
の
人
た
ち
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

年
々
医
療
費
が
増
加
し
て
い
く
の
に
と
も
な
い
保
険
税
も

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
健
康
で
生
活
を
送
れ
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
健
康
管
理
に
注
意
し
て
、
医
療
費
の
増
加
と
国
保
税
の

増
加
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
七
年
度

国
保
（
事
業
）
総
予
算

　
　
　
四
億
七
百
六
十
三
万
一

　
昭
和
五
十
七
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
の
予
算
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
前
年
度
（
五
十
六
年
度
）
の
当

初
予
算
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

予
算
全
体
で
九
、
五
％
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
少
な
く
な
っ
た
理
由

は
、
歯
科
診
療
所
の
建
設
事
業
が

終
了
し
た
た
め
で
す
。

千
円

　
保
険
税
は
昨
年
度
と
ほ
ぽ
同
額

の
一
億
二
千
七
百
四
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
歳
出
面
で
の
保
険
給
付
費

（
医
療
費
の
七
割
分
を
医
療
機
関

等
へ
支
払
う
金
）
は
歳
出
全
体
の

八
九
、
八
％
を
含
め
、
三
億
六
千

五
百
九
十
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

昭和57年度国保予算のあらまし

襟菰

国県支出金

2億50，771千円

（61．5％）

歳出

予算総額

4億7，631

　千円

その他
29，460千円（7．2％

況
戸
人
％
在

　
　
6
9
ゆ
現

状
鴻
⑳
62
末

入
1
4
　
朗

　
　
数
数
率
　
●

加
　
　
者
　
57

保
帯
鰍
入

国
世
被
加

医
療
費
の

　
　
　
　
ム
ダ
追
放

　
五
十
四
年
度
は
、
三
億
六
千
七

百
五
十
八
万
円
余
だ
っ
た
総
医
療

費
が
、
五
十
六
年
度
に
は
四
億
三

千
四
百
七
十
五
万
円
余
（
見
込
）
に

増
加
し
五
十
四
年
度
に
対
し
て
一

八
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

五
十
一
年
度
か
ら
の
五
年
間
の
伸

び
率
は
四
八
、
六
％
と
な
り
ま
す
。

　
一
人
当
り
の
総
医
療
費
を
み
ま

す
と
、
五
十
四
年
度
は
七
万
八
千

九
百
三
十
一
円
だ
っ
た
の
が
、
五

十
六
年
度
で
は
九
万
八
千
四
百
九

十
五
円
（
見
込
）
と
な
り
五
十
四
年

保険給付費

（村が病院などへ

櫓畢（

二
重
加
入
に
気
を
つ
け
て

総務費　　　　　7
16，007千円（3．9％）

その他
25，704千円（6．3％

度
に
対
し
て
二
五
％
の
伸
び
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
医
療
と
一
般
医
療

の
一
人
当
り
の
医
療
費
は
、
老
人

三
十
万
九
千
九
百
九
十
円
、
一
般

六
万
九
千
二
百
一
円
と
な
っ
て
お

り
五
十
四
年
度
に
比
較
し
て
一
般

医
療
費
で
二
十
三
％
伸
び
て
い
ま

す
。
医
療
費
が
増
え
れ
ば
増
え
る

だ
け
保
険
税
が
あ
が
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
み

ん
な
で
健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一人あたりの医療費
30
万 　グ．

円 　〆
ノ
ノ

　　　　　，　　　　プ　　　　ノ　　　，グ’声一覧、σ！

20
σ’

万
円

一一般医療
一一老人医療

10
万
円

51年52年53年54年55妥雛）

　
国
民
健
康
保
険
と
職
場
の
健
康

保
険
の
二
つ
に
重
複
し
て
加
入
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

と
職
場
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
を
よ
く
見
く
ら
べ
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
両
方
に
名
前
が
記
入
さ
れ

て
い
た
ら
、
そ
れ
は
重
複
加
入
で
＼

す
。　
そ
ん
な
場
合
に
は
、
す
ぐ
両
方

の
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
っ
て

役
場
国
保
係
へ
手
続
き
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
こ
の
よ
う
に
重
複
加
入

を
し
て
い
て
、
病
気
に
か
か
っ
て

国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
ま
す

と
、
当
然
そ
の
医
療
費
は
、
職
場

の
健
康
保
険
で
支
払
わ
れ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
も
の
で
す
の
で
、

馳
マ
国
民
健
康
保
険
へ

喚
　
　
糠
綴
縷

毒
ま
　
ま
せ
ん
し
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
職
場
の
健
康

　
　
　
　
　
　
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
か
ら
の
医
療

　
　
　
　
　
　
な

レ
敏
斎
雛
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
な
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
ち

墨，』聾塵
ぼくた

し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し

た
り
、
脱
退
し
た

場
合
に
は
、
必
ず

国
保
係
へ
届
け
出

る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

知
っ
て
ま
す
か

高
額
療
養

　
　
　
　
費
制
度

　
同
じ
人
が
同
じ
病
院
や
診
療
所

に
か
か
っ
て
、
自
己
負
担
分
を
一

ヵ
月
に
三
万
九
千
円
を
超
え
て
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
て

支
払
っ
た
分
に
つ
い
て
は
、
世
帯

主
の
申
請
に
よ
り
国
保
が
全
額
払

い
戻
し
を
し
ま
す
。
こ
れ
が
高
額

療
養
費
制
度
で
す
。

高
額
療
養
費
の
申
請

　
印
鑑
、
保
険
証
、
受
領
書
を
持

っ
て
役
場
国
保
係
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
払
い
戻
さ
れ
る

お
金
は
、
口
座
振
込
み
に
な
り
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
の
口
座
番
号

を
メ
モ
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

どれどれ大きくなったかな～

申
請
は
お
早
め
に

　
毎
月
、
高
額
療
養
費
制
度
に
該

当
す
る
人
で
も
、
国
保
係
が
連
絡

を
し
な
い
と
申
請
に
こ
な
い
人
が

多
く
い
ま
す
の
で
、
病
院
な
ど
へ

一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
ら
、
す

ぐ
申
請
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
払
い
戻
し
金
は
、
　
「
診
療
報
酬

請
求
明
細
書
」
に
基
づ
い
て
、
計

算
を
し
、
払
い
戻
し
を
す
る
た
め
、

申
請
か
ら
ニ
カ
月
後
の
二
十
五
日

こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
受
領
委
任
払
い

　
高
額
療
養
費
制
度
に
よ
っ
て
、

三
万
九
千
円
以
上
を
超
え
て
支
払

っ
た
医
療
費
は
、
国
保
か
ら
戻
る

国家公務

丁
…
合業　

　
・
、
私

と
い
っ
て
も
、
病
院
に
は
医
療
費

の
一
部
負
担
金
（
医
療
費
の
三
割
）

を
一
担
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ガ
ン
な
ど
の
手
術
を
す
る

と
月
に
百
万
円
近
い
一
部
負
担
金

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
家
計
の

や
り
く
り
が
大
変
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
受
領
委

任
払
い
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

は
、
一
部
負
担
金
の
内
、
三
万
九

千
円
を
病
院
に
支
払
え
ば
、
あ
と

の
一
部
負
担
金
は
、
村
の
国
保
会

計
か
ら
医
療
機
関
に
支
払
う
し
く

み
で
す
。

　
こ
う
す
れ
ば
月
に
何
十
万
と
い

う
医
療
費
の
工
面
を
心
配
す
る
こ

と
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
は
、
病
院
等
の
同
意

を
得
た
後
、
備
え
つ
け
て
あ
る
高

額
療
養
費
受
領
委
任
払
承
認
申
請

書
に
記
入
し
、
か
か
っ
た
月
の
末

日
ま
で
に
役
場
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
が
適
用

に
な
る
の
は
次
の
病
院
等
で
す
。

●
社
団
法
人
長
岡
市
医
師
会

●
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院

●
財
団
法
人
上
村
病
院

●
県
厚
生
連
中
条
病
院

●
町
立
津
南
病
院

●
中
央
総
合
病
院
（
長
岡
）

●
長
岡
赤
十
字
病
院

●
魚
沼
病
院
（
小
千
谷
）

●
県
立
十
日
町
病
院

●
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院

●
医
療
法
人
立
川
総
合
病
院

◎
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
対
象
に

な
る
の
は
、
医
療
費
の
支
払
い
が

困
難
な
世
帯
で
す
。

知っておきたい国保のこと

助
産
費
、
葬
祭
費
が
五

十
七
年
四
月
一
日
か
ら

引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

助
産
費
八
万
円
↓
十
万

円
、
葬
祭
費
三
万
円
↓

四
万
円

四
月
一
日
以
降
の
出
産

死
亡
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
／

交
通
事
故
な
ど
、
第
三

者
か
ら
傷
害
を
う
け
た

場
合
、
本
来
な
ら
医
療

費
は
加
害
者
が
直
接
病
院
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
現
実
に
は
加
害
者
と
話
し
合

い
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
加
害
者

に
金
の
負
担
能
力
、
持
ち
合
わ
せ

が
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
多
く

国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
て
い

る
の
が
大
半
の
よ
う
で
す
。
た
だ

し
こ
の
場
合
国
保
会
計
か
ら
一
時

立
替
え
払
い
を
し
て
お
い
た
保
療

費
は
、
後
で
国
民
健
康
保
険
が
被

害
者
に
か
わ
っ
て
加
害
者
へ
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
交
通
事

故
で
診
療
を
受
け
た
ら
役
場
国
保

係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
こ
ん
な
こ
と
に
注
意
し
て
》

“
病
院
に
か
か
る
時
は
忘
れ
ず
に

保
険
証
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
“

”
治
療
中
に
加
入
さ
れ
て
い
る
保

険
が
か
わ
っ
た
場
合
は
す
み
や
か

に
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
鯉

モメ口い
ま
す
か

も
今
日
か
ら
健
康
家
庭
の
仲
間
入

り
1
明
日
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま

す
。

◎
今
日
か
ら
は
じ
め
る

　
健
康
づ
く
り

　
今
あ
な
た
は
あ
な
た

の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

散
歩
、
体
操
、
マ
ラ
ソ

ン
な
ど
あ
な
た
の
身
体

に
合
っ
た
運
動
は
あ
な

た
の
心
が
ま
え
次
第
で

い
つ
で
も
簡
単
に
は
じ

め
ら
れ
ま
す
。
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
、
十
分
な
休
養
を

と
る
こ
と
も
実
行
し
て

。
さ
あ
、
あ
な
た
の
家

◎
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を

　
ひ
と
つ
の
食
卓
を
毎
朝
家
族
全

員
が
そ
ろ
っ
て
囲
ん
で
一
日
の
ス

タ
ー
ト
、
そ
し
て
夕
食
で
は
そ
の

日
に
あ
っ
た
こ
と
を
語
り
あ
え
る

場
所
に
し
た
い
も
の
で
す
。

◎
寝
起
き
の
一
杯
の
水

　
朝
起
き
が
け
の
生
水
は
胃
腸
を

消
毒
す
る
と
信
じ
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
生
水
に
消
毒
－
菌
を
殺
す

力
が
あ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
そ
の
一
杯
の
水
が
胃
腸

を
刺
激
し
て
動
き
を
活
発
に
さ
せ

る
の
は
事
実
で
す
。
そ
れ
が
食
欲

を
わ
か
せ
、
あ
る
い
は
排
便
を
促

じ
ま
す
。
朝
、
食
欲
の
わ
か
な
い

人
、
便
秘
が
ち
の
人
は
ぜ
ひ
一
杯

の
水
を
。
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目
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配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青

　
最
近
、
テ
レ
ピ
や
新
聞
で
青
少

年
の
非
行
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
村
内
で
は
、
青
少
年
の

非
行
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
中
、
十
日
町
警
察
署
管
内

で
補
導
さ
れ
た
少
年
（
二
十
歳
未

満
女
子
含
む
）
は
六
百
七
十
七
人

に
お
よ
ぴ
、
前
年
対
比
で
五
八
・

九
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
刑
法
犯
少
年
総
数
の
中
で
、
中

学
生
が
六
十
二
人
（
前
年
対
比
一

九
〇
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
非

行
の
低
年
齢
化
の
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
窃
盗
犯
少
年
百
三
十
一
人
の
う

ち
百
十
八
名
が
万
引
き
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
次
に
不
良
行
為
少
年
補
導
状
況

を
見
ま
す
と
「
深
夜
簡
…
か
い
」

非行防止は家庭から
少年の非行を防止するには、一にも二にもまず家庭がしっかりしていることです。

お父さん、お母さん、時には自らの家庭をチェックすることも忘れないでください，

家庭における非行防止の5つのポイント

る少
年

　
　
「
喫
煙
」

緩のう
し

の非
順

多行
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
村
の
刑
法
犯
少
年
は
、
昨
年

だ
け
で
十
三
人
も
で
て
い
ま
す
。

不
良
行
為
に
よ
る
少
年
の
補
導
数

は
、
八
十
人
に
お
よ
び
前
年
を
は

る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
で
も
五
十
五
年
に
中
里

村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
民
間

団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
目
的
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
青
少
年
の
健
全
育
成
を
考
え
、

青
少
年
の
非
行
を
防
止
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
三
年
目
を

む
か
え
た
村
民
会
議
で
は
、
新

し
く
、
総
務
部
会
、
環
境
部
会
、

健
全
育
成
部
会
、
の
三
部
会
を
設

け
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
部
に
属
し
て
い
た
だ
き
活
動

　
　
　
を

　
　
い
る
覚

　
な
て
自

　
し
習
の

　
を
任
を
任

　
供
放
供
賃

ー
チ
　
子

釜1…ll

3　　　　＼
善悪のけじめを

　4

　2つ叱ったら
　3つほめる・しカ‘けを

　いつも勘塞しと
＼あたたかさをノ

5ポルノ雑誌など家庭
　持ち込まないよう
若㌧、エネノレギーを

　正しい方向に

を
し
て
い
く
こ
と
に
六
月
十
日
の

総
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

部
会
の
所
属
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
希
望
部
会
の
申
込
み
を
と
り
ま

す
の
で
用
紙
が
回
り
ま
し
た
ら
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
青
少
年

育
成
村
民
会
議
に
未
加
入
の
皆
さ

ん
は
、
す
す
ん
で
加
入
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
中
里
村
役
場
社
会
福

祉
課
ま
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

撒
．
．
、
．
．
．
、
，
．
　
梅
雨
明
け
を
控
え

甘

　
轟
　
　
　
て
暑
い
毎
日
が
続
い

欝
榊
て
い
ま
す
が
・
こ
れ

鎌
薫
職
か
ら
は
食
中
毒
が
最

繍
縷
鰍
縫
誓
藤

縛
　
　
鞍
の
こ
と
を
頭
に
お
い

難
　
　
灘

騰
騨
繊
雛
髄

鍵
鑛
毒
の
予
防
に
つ
－
め

欝雛麟ま

発
ぎ
四

鵜
っ
潅

難
癖
篶

　
　
　
　
　
　
栄
養
、
水
分
が
あ

　
　
　
　
　
　
る
こ
と
。

　
　
　
　
・
三
、
適
当
な
温
度
が

　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
。

灘灘
四
舞
難

内における最近の食中毒発生状況

　　①発生件数

68

44髪　44

29ゼ3126

　県

件
100

8

6
40

20

50515253545556年

会

けず
体障害

　
六
月
二
十
七
日

第
二
十
回
新
潟
県
身

体
障
害
者
体
育
大
会

が
小
千
谷
市
民
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ

の
雨
で
体
育
館
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
が

負
身
参
加
選
手
た
ち
は
、

もこ

と
こ
ろ
狭
し
と
走
り

回
り
障
害
を
感
じ
さ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
日
も
　
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
が
選
手
の
手

と
な
り
足
と
な
っ
て
動
き
回
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も

日
ご
ろ
か
ら
身
体
に
不
自
由
の
あ

る
人
に
対
し
暖
か
い
手
を
差
し
の

べ
ま
し
よ
・

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

一
、
清
潔

　
↑D
調
理
を
す
る
前
は
、
必
ず
手

　
　
を
洗
う
こ
と
。

　
＠
調
理
器
具
は
清
潔
に
し
、
ま

　
　
な
板
は
、
生
ま
も
の
を
切
っ

　
　
た
ら
よ
く
洗
う
こ
と
。

二
、
加
熱
ま
た
は
冷
蔵

　
↑
0
な
る
べ
く
加
熱
し
た
調
理
を

　
　
・
い
が
け
る
。

　
㈲
冷
蔵
保
存
…
…
十
度
C
以
下

　
　
に
保
つ
（
五
度
C
以
下
が
望

　
　
ま
し
い
。
）

　
＠
冷
凍
保
存
…
…
マ
イ
ナ
ス
十

　
　
五
度
C
以
下
に
保
つ
こ
と
。

三
、
迅
速
…
…
増
殖
の
時
間
を
与

　
　
え
な
い
。

　
↑⇔
原
材
料
は
す
み
や
か
に
調
理
、

　
　
加
工
す
る
。

　
㈲
調
理
食
品
は
で
き
る
だ
け
早

　
　
く
食
べ
る
。

　
＠
食
べ
残
り
は
早
く
始
末
を
す

　
　
る
。

　
当
村
で
も
、
毎
年
何
人
か
の
人

た
ち
が
、
魚
貝
類
等
に
よ
っ
て
食

中
毒
を
お
こ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
顯
驚
隼
金
璽
属
韓
輪
、

2
灘
綾
蓼
驚
釜
蓄

　
　
り
繕
．
鍵
鴎
繋
入
㊥
講
穫

　
欝
、
・
’
蘇
険
繕
の
納
裏
を
逸
除

毒
講
，
斎
饗
が
嚢
発

・
お
、
、
・
、
お
塞
婁
受
縫
る
鷺

　
嫁
ζ
ほ
．
痴
疑
華
金
係
縞
鶴

　
聴
滝
讐
懇
あ
お
爵
民

　
串
　
年
金
櫟
糠
嚇
免
除
串
翻

の
釜
茎
、
七
皇
土

　
顎
徐
鰍
　
藏
濠
で
に
窓
b
へ
提
出

』
、
㌦
鮪
繊
も
叢
窪
奪
毒

　
　
　
　
ん
。

　
免
除
を
受
け
た
期
闘
は
、
保
険

料
の
納
入
期
蘭
と
み
訟
さ
れ
ま
す

の
で
、
不
幸
に
し
《
病
気
や
ケ
穿

・
で
障
害
考
に
な
っ
幻
時
に
受
衿
る

樟
警
年
金
や
、
母
子
象
庭
に
な
っ

た
時
に
受
け
る
母
子
鑑
金
な
ど
は
、

免
除
期
間
中
で
あ
ろ
う
と
も
他
の

加
入
者
と
岡
様
に
受
骨
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
年
金
を
受
け
る

場
合
に
は
、
免
除
を
受
静
た
期
間

が
操
険
料
を
納
め
た
場
舎
の
毘
分

の
．
紬
の
年
金
額
と
な
る
の
で
、
年

愈を

受
け
る
時
に
は
ど
う
し
で
も

不
利
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
免

除
を
受
け
て
か
ら
十
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
・
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
保
険
料
の
追

納
と
い
い
ま
す
が
、
追
納
す
れ
ば

年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た
人
と

同
じ
に
な
り
ま
す
の
で
、
免
除
を

受
け
た
あ
と
、
資
力
が
回
復
し
て

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ

追
納
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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蹄
轡
輔
親

瀧
瓢
疑
剰
雛

　
蟻

　
　
　
　
　
・
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ホ

　
　
灘

　
　
　
　
　
・
　
年
々
、
ゴ
ミ
の

　
　
　
　
　
短

　
　
　
　
　
・
不
法
投
棄
は
少
な

鵬
綴
稀
輩

轡
　
楚
翫
．
・
r
　
　
、

艀
　
　
寮
　
　
部
で
は
　
廃
材
な

姻
　
　
齢
　
f
ど
の
不
法
投
棄
が

難
襯
あ
↓
餐
ミ

擢
　
　
　
斜
を
捨
て
始
め
る
と

嬬
　
撚
次
か
ら
次
へ
と
捨

胸
　
　
　
　
謝
て
る
傾
向
が
あ
り

遡
潔
攣
す
の
で
、
自
分

蟄
　
　
　
　
顯
は
未
来
の
子
供
た

糖
戯
餓
ち
の
た
め
に
美
し

蝋
轡
馨
．
て

”
欝
イ

　
　
　
　
　
飾
い
う
自
覚
を

　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
ぎ
ハ

　
　
　
　
塗
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
よ
り

そ
こ
か
ら
衛
生
害
虫
が
発
生

し
、
野
ネ
ズ
ミ
を
媒
体
と
し

て
人
間
へ
の
感
染
も
考
え
ら

れ
ま
す
し
ハ
エ
や
蚊
の
繁
殖

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
お
互

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
や

洗
濯
機
な
ど
を
捨
て
る
入
が

い
ま
す
が
、
機
体
か
ら
流
れ

出
す
有
害
物
質
が
雨
に
よ
っ

て
川
を
汚
染
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
十
分
注
意

し
ま
し
よ
う
。

リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
リ
サ
イ
タ
ル
運
動
と
い
う
の
は

い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
再
利
用
、

再
生
利
用
す
る
運
動
の
こ
と
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
集
落
や
学
校
区
単

位
な
ど
で
、
不
要
品
交
換
を
行
い

廃
棄
物
を
出
さ
な
い
。
廃
棄
物
を

出
す
と
き
に
、
ビ
ン
や
古
紙
、
鉄

く
ず
等
を
分
け
て
お
い
て
、
子
供

会
な
ど
の
廃
品
回
収
の
時
出
す
。

　
消
費
は
美
徳
の
高
度
成
長
時
代

は
終
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
物
を

た
い
せ
つ
に
し
、
限
り
あ
る
資
源

を
大
事
に
使
う
時
代
で
す
。
ゴ
ミ

を
出
す
前
に
、
も
う
一
度
利
用
方

法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
収
集
に
ご
協
力
を
！

★
生
ゴ
ミ
は
水
切
り
を
よ
く
し
て

モラルを守ろう

丈
夫
な
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し

よ
う
。

★
台
所
の
ゴ
ミ
な
ど
堆
肥
に
で
き

　
る
も
の
は
堆
肥
に
し
、
で
き
る

　
だ
け
耕
地
に
還
元
し
ま
し
ょ
う
。

★
燃
え
る
も
の
は
、
極
力
自
分
で

　
燃
や
し
ま
し
ょ
う
。

★
新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
再
生
で
き

　
る
も
の
は
、
廃
品
回
収
に
出
し

　
ま
し
よ
う
。

★
可
燃
物
と
不
燃
物
が
混
っ
て
い

　
る
ゴ
ミ
は
処
理
で
き
な
い
の
で

　
き
ち
ん
と
分
け
ま
し
ょ
う
。

★
ゴ
ミ
の
収
集
日
を
き
ち
ん
と
守

　
り
ま
し
よ
う
。

ノ

黛
懸
貧

　
貧
血
と
は
「
一
定
量
の
血
液
中

の
血
色
素
や
赤
血
球
が
減
少
し
た

状
態
」
つ
ま
り
、
う
す
い
血
の
状

態
を
い
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
血
色
素
が
成
人
男

子
十
三
・
O
～
十
八
・
○
、
女
子

血
の
予
防

十
二
・
O
～
十
六
・
○
が
正
常
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
貧
血
の
症
状
は
、
め
ま
い
、
頭

痛
、
息
切
れ
し
や
す
い
、
疲
れ
や

す
い
等
で
す
が
、
貧
血
の
程
度
や

進
行
程
度
に
よ
り
異
な
り
、
何
と

も
な
い
人
も
い
ま
す
。

　
貧
血
の
中
で
最
も
多
い
の
か
、

食
事
の
偏
り
等
に
よ
っ
て
お
こ
る

「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」
で
す
が
、
中

に
は
他
の
病
気
が
あ
っ
て
二
次
的

に
貧
血
に
な
る
人
も
い
ま
す
。
例

え
ば
、
胃
潰
よ
う
、
子
宮
筋
腫
、
歯

ぐ
き
の
出
血
等
で
知
ら
な
い
間
に

出
血
し
て
貧
血
に
な
る
事
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
貧
血
を
予
防
す

る
に
は
、
ま
ず
き
ち
ん
と
検
診
を

受
け
、
貧
血
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

さ
っ
そ
く
原
因
を
調
べ
る
事
が
必

要
で
す
。
他
に
病
気
が
な
い
場
合

は
、
毎
日
の
食
事
、
日
常
生
活
に

問
題
が
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
三
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と
と

リ
バ
ラ
ン
ズ
の
と
れ
た
食
事
を
す

る
。
特
に
、
鉄
含
有
量
の
多
い
緑

黄
野
菜
、
レ
バ
ー
や
た
ん
白
質
を

多
く
と
る
よ
う
心
が
け
る
。

二
、
休
養
、
睡
眠
を
十
分
に
と
る
。

一
年
に
一
回
は
貧
血
検
査
を
受
け
、

ま
し
ょ
う
ノ
　
　
　
　
＼

わ
き

見
運
転
は
危
険

　
　
ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始
ま
る

　
新
潟
県
で
は
、
七
月
一
日
力
ら

九
月
三
十
日
ま
で
の
三
カ
月
問
を

ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

定
め
、
県
内
の
交
通
事
故
を
抑
止

も
、
県
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
に
各
種
交
通
対
策
を
積
極
的
に

推
進
し
、
県
民
一
人
一
人
の
交
通

安
全
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。　
本
年
の
重
点
推
進
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故

　
　
防
止

二
、
自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
自

　
　
転
車
の
事
故
防
止

三
、
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
、
一

　
　
時
不
停
止
の
一
掃

四
、
青
少
年
の
事
故
防
止
活
動

五
、
暴
走
族
追
放
推
進
活
動

六
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

　
　
ッ
ト
の
着
用
の
推
進

以
上
六
項
目
を
住
民
一
体
で
推
進

致
し
ま
し
ょ
う
。

　
五
十
六
年
中
当
村
は
、
飲
酒

運
転
検
挙
数
が
三
十
五
件
と
近

隣
市
町
村
に
比
べ
て
非
常
に
多

く
、
県
下
で
二
番
目
に
悪
い
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ

い
て
見
る
と
、
年
齢
別
で
は
二

十
代
が
最
も
多
く
、
職
業
別
で

は
会
社
員
店
員
、
次
に
大
工
、

建
設
従
事
者
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
よ
う
。

　
今
年
県
下
で
は
、
ス
リ
ー
マ
ン

ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
前
に
し
て
、

交
通
事
故
か
多
く
六
月
二
十
一
日

に
は
交
通
事
故
警
報
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
当
村
は
昨
年
に

比
べ
て
飲
酒
運
転
、
交
通
事
故
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
春
菊
の
あ
え
物

』
理
　
　
（
＋
二
人
分
）

料
★
材
料

ア
・
春
菊
享
。
グ
ラ
ム

デ
・
ハ
ム
ニ
百
グ
ラ
ム

『
イ
●
く
像
六
＋
グ
，
フ
ム

ア
．
調
味
料
（
砂
糖
、
し

　
　
　
　
ょ
う
油
、
酢
、
ご
ま
油
）

　
　
　
　
●
だ
し
汁

①
春
菊
は
、
色
よ
く
ゆ
で
、
水
け

を
絞
る
。
三
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長

さ
に
切
り
、
だ
し
汁
を
か
け
て
お

く
。②
ハ
ム
は
千
切
り
に
す
る
。

③
く
る
み
を
ザ
ク
切
り
に
ず
る
。

④
調
味
料
を
混
ぜ
る
．

⑤
皿
に
材
料
を
盛
り
、
④
を
か
け

る
。
　
　
　
　
〔
資
料
提
供
こ
ぷ
し
会
〕
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おもしろ篭・行事など炉ありまし

たら教えてください。

　
恒
例
の
村
民
体
育
祭
が
七
月
十

八
日
に
開
か
れ
ま
す
。
体
育
祭
の

目
的
は
、
村
内
の
お
お
ぜ
い
の
人

が
一
同
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。

　
今
年
も
、
地
区
別
に
六
チ
ー
ム

＊行・事6予・定＊
　　　　　※変更することがあります。
　　　　　・獅用の際は担当課で確認を

11（日） 休日救急医（津南病院02576－5－3161）

12（月）

13（火）
母親学級（幼児期の心と・体の発達にっいて知ろう

講師高木茂子氏総合センター13：30～）

14休）

15（木）

婦人リーダー養成講座（司会者の役割

講師高道山小学校長西方禎次氏・総合
センター13：30～〉

16働
心配こと相談日（老人センター）
成人式（総合センター8：30受付）

17（土）

清津峡まつり祀（カラス踊大会花火大会もちつ

き大会・地酒大会）旧日（地酒大会・釣大会・つかみどり大

会深山市塗栽市・もちっき大会）

18（日）
村民体育祭（9100～）

休日救急医（山口医院02575－2－2174）

19（月）

20（沁

農地関係許可申請メ切
家庭教育講座（非行、不良化にはしる子
とは・講師中越児童相談所長筒井七郎
氏総合センター一13：30～）

21㈱ 夏の交通事故防止運動（1ヵ月間）

22（和

23働

母親学級（上村病院12：30～13：00）

妊婦検診（上村病院13：30～14：00）

心配こと相談日（老人センター）

24仕）

25（日） 休日救急医（中条病院02575－7－3018）

26（月）
レントゲン検診（田代・下山・清田山・重地

撮影場所ならぴに時間は後日個人配布）

27（幻

レントゲン検診（東田尻・西田尻・西方・高

道山・朴木沢・朴木沢新田・通り山・桔梗原
芋川新田、撮影場所ならびに時間は後日個人配布）

高齢者講座（時事問題を聞く・新潟日報論
説委貝（予定）総合センター9：45～）

28休1

レントゲン検診（市之越・鷹羽・東田沢・豊

里・田沢・如来寺、撮影場所ならぴに時間

は後日個人配布）
郡市子ども会交歓会（撫田山自然運動公園）

29休）

婦人リーダー養成講座（点字解説・講師
十日町市役所　小杉洋司氏・総合センタ
ー一13：30～）

30働
心配ごと・行政相談日（老人センター）

中里村農巣委員会

31（土）

1（日） 観光の日

休日救急医（上村病院2111）
2（月）

3（火）

4㈱ 循環雛検診

5休）

6働
広島原水爆記念日
心配こと相談日（老人センター）

7（土）

8（日） 休日救急医（津南病院02576－5－3161）

9（月）

10（火） 農巣者年金、農地娼談日（役場農政課）

ホ
　
、
　
＾
一
、
り
鵜
．
一

を
編
成
し
、
対
抗
試
合
で
行
い
ま

す
．
近
年
は
、
勤
め
の
関
係
な
ど

で
、
お
お
ぜ
い
の
人
た
ち
が
集
ま

り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
地
域
で
は
、
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
も
村
民
体
育
祭
の

意
義
を
理
解
し
大
い
に
参
加
し
ま

轟
滋
魏
轟

蟻

連帯感を深めよう

七
月
十

し
よ
う
。

　
　
　
一

　
　
ぞ

轡
　
　
だ

・
　
　
番劾

．
な
お

｛
瀞

　
…
…
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
抜
粋
Y
：

　
●
小
学
生
男
女
四
〇
〇
材
リ
レ
ー

●
風
船
割
レ
L
ス

●
女
子
八
百
揖

　
●
男
子
千
五
百
材

●
夜
行
列
車
レ
ー
ス

●
障
害
物
レ
ー
ス

　
●
百
足
レ
ー
ス

　
●
幼
児
レ
ー
ス

　
●
三
種
競
技

　
●
綱
引
き

　
●
村
民
大
リ
レ
ー

石
・
十
八
日

やせ㌃康鱗
　
　
U璽
辮
．

　
高
校
の
時
、
小
松
原

に
あ
が
っ
．
て
大
型
農
業

に
挑
戦
し
よ
う
と
決

心
を
し
た
と
い
う
峰
松
さ
ん
に
4

松
原
の
畑
で
会
い
ま
し
た
。

　
ど
う
し
て
農
業
を
「
人
に
使
わ

れ
て
い
る
よ
り
も
、
農
業
を
し
て

い
れ
ば
俺
が
社
長
だ
か
ら
ね
。
こ

の
ご
ろ
の
農
業
は
全
部
機
械
で
す

る
か
ら
、
昔
み
た
い
に
重
労
働
を

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
で
す

よ
」
農
業
の
良
さ
は
「
生
き
も
の
相

手
で
す
か
ら
、
自
分
が
一
生
懸

命
手
を
か
け
れ
ば
、
か
け
た
だ
け

の
成
果
が
あ
が
る
の
で
と
て
も
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
し
、
秋
、
り
っ

ぱ
に
実
っ
た
作
物
を
見
て
い
る
と

農
業
っ
て
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
」
小
松
原
で
農
業
を
す
る
戸
数

は
「
昭
和
四
十
九
年
の
こ
ろ
は
三

十
一
戸
あ
っ
た
の
で
す
が
、
小
松

原
の
開
拓
が
大
幅
に
遅
く
れ
て
い

木
　
峰
　
松
さ
ん

＠
⑱
＠
0
＠
③

　
　
る
た
め
に
、
後
継
者
の
い
な
い
農

　
　
家
も
で
て
き
て
い
ま
す
。
な
か
な

　
　
か
大
変
で
す
。
今
年
は
約
十
二
診

　
　
に
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付

　
　
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
将
来

　
　
は
、
レ
タ
ス
な
ど
の
高
級
野
菜
の

　
　
栽
培
を
定
着
化
さ
せ
た
い
」
村
に

　
　
要
望
す
る
こ
と
は
「
農
業
青
年
と

　
　
若
い
娘
さ
ん
の
交
流
会
な
ど
を
計

　
　
画
し
て
も
ら
い
た
い
」
心
が
け
て

　
　
い
る
こ
と
は
一
な
ん
で
も
人
の
た

　
　
め
に
な
る
こ
と
を
す
す
ん
で
や
る
」

　
　
若
い
娘
さ
ん
は
、
農
業
を
い
や
が

　
　
る
け
ど
、
時
間
に
と
ら
わ
れ
る
こ

　
　
と
も
な
い
し
、
好
き
な
時
に
休
み

　
　
を
取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
い
い

　
　
で
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
若
い
結
婚
適
齢
期
の
娘
さ
ん
、
た

　
　
く
ま
し
く
、
や
さ
し
い
農
業
青
年

　
　
に
魅
力
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

繭塞編墨霜談欝

瓢
　
　
　
・
φ
ご
寡
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
麺

雛
祉
童
整
礁
楼
雄
欝
旺
盤
騒
誉

相
談
室
が
あ
甑
、
婁
鱒
の
相
雌
員

が
皆
さ
ル
の
来
所
相
談
に
応
じ
マ
澗

い
ま
す
。
、

　
ま
た
再
塚
響
さ
ん
の
お
宅
へ
も

参
上
し
お
子
様
の
閻
題
で
お
困
り
』

の
方
弗
お
悩
み
の
方
の
相
鎌
を
受

け
て
い
ま
す
の
で
ご
調
用
く
だ
さ

い
。

報
猿
の
主
な
も
の

●
身
体
に
障
審
が
あ
φ
て
日
常
生

　
活
に
不
自
由
な
児
董

O
こ
と
ば
の
遅
れ
、
発
違
の
遅
れ

　
で
お
悩
み
の
児
童

●
学
校
（
像
育
所
V
へ
行
き
た
が

　
ら
な
い
児
童

●
｝
般
酌
な
相
談
ε
し
て

　
子
ど
も
⑳
強
格
，
行
動
，
友
遣

清
津
決
ま
つ
り

と◎’マ広報噸
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七
月
一
日
、
村

籔
麗
瀦
錨
棚

　
　
繊
僻
ヴ
㌶
説

　
　
　
畢
日
に
は
、
倉
俣
地

　
　
薗
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

心
一
藤
…
人
た
ち
を
は
じ
め

　
　
勲
テ
ニ
ス
協
会
・
清

　
　
　
　
皿
津
山
の
会
な
ど
多

　
　
　
．
「
く
の
人
た
ち
で
に

　
　
　
　
，
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

緯
籍
畿

、
犠
篁
麟
ば

　
　
　
　
　
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
公
園
は
、

清
田
山
集
落
の
人
た
ち
が
管
理
組

合
を
作
っ
て
運
営
に
あ
た
り
、
テ

ニ
ス
、
キ
ャ
ン
プ
、
釣
り
堀
り
な

ど
を
楽
し
み
に
来
ら
れ
た
方
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
使
用
料
】

▼
無
料
▲

　
管
理
棟
（
シ
ャ
ワ
ー
・
休
憩
室
・

更
衣
室
）
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

▼
有
料
▲

・
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
一
回
・
百
円

・
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
　
一
個
・
実
費

・
貸
テ
ン
ト
　
　
　
一
張
五
百
円

・
テ
ン
ト
持
込
料
　
一
張
三
百
円

・
貸
毛
布
　
　
　
　
一
枚
二
百
円

・
ま
き
一
束
二
百
円

噺1
婚1

　　露
　　醒
村宮薩
　　目山中露

　　2百久　農

合　露
子春　露
さ　望
ん　露
　　露
　　薩
　　露
減　さ2
つ新ん霞

謹健ど活く霞
’はさ虐
瀦百麺
回由く馨
りの。露

礪β

　
九
月
二
十
日
が
出
産
予
定
日
で

「
女
の
子
が
い
い
な
あ
ー
」
と
話

す
村
山
久
春
さ
ん
夫
婦
を
絡
介
し

ま
す
。

　
初
対
面
か
ら
七
年
た
っ
た
夏
の

日
、
久
春
さ
ん
が
熱
い
思
い
で
海

へ
誘
っ
た
の
が
縁
で
結
ば
れ
た
そ

う
で
す
。

　
「
久
春
さ
ん
か
ら
の
電
話
を
父

が
ガ
チ
ャ
ン
と
切
っ
た
こ
と
で
気

持
ち
が
グ
ー
ン
と
傾
き
ま
し
た
」

と
き
っ
か
け
を
話
す
百
合
子
さ
ん

の
横
で
「
思
っ
て
い
た
よ
り
、
良

く
や
っ
て
く
れ
ま
す
よ
」
と
久
春

とてもいいところだのし

・
環
境
保
全
協
力
費
　
一
人
百
円

【
利
用
申
込
み
】

▼
清
田
山
自
然
運
動
公
園
管
理
組

合
（
費
2
至
ハ
一
一
丁
三
〇
〇
二

▼
中
里
村
役
場
開
発
課
（
a
2
毫

杢
丁
二
五
一
二

▼
受
付
時
間
　
十
三
時
～
十
七
時

さ
欝
繋
シ

減
っ
た
け
ど
、
身
の
回
り
の
世
話
㎜

は
し
て
く
れ
る
し
い
い
も
ん
で
す
㎜

ね
」
ど
ん
な
風
に
し
て
呼
び
合
う
剛

の
で
す
か
・
「
イ
イ
」
「
ア
ン
タ
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
軸

名
前
を
呼
ぶ
の
は
恥
か
し
い
の
か
な
㎜

　
ケ
ン
カ
は
、
ほ
と
ん
ど
し
な
い
剛

そ
う
で
す
が
「
二
日
酔
い
で
会
社
闘

を
休
ん
だ
と
き
は
、
大
き
い
の
を
剛

面
し
ま
し
た
」
夫
婦
円
満
の
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㎜

け
つ
は
「
お
互
い
に
思
い
や
り
の
愚

を
も
つ
こ
と
」
ど
ん
な
家
庭
を
「
健
閲

康
で
明
る
い
家
庭
」
「
嫁
さ
ん
は
、
舳

早
く
も
ら
っ
た
方
が
い
い
の
」
と
画

照
れ
笑
い
を
し
な
が
ら
話
し
て
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
日
、
中
魚
沼
漁
協
主

催
に
よ
る
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
が

清
津
橋
の
下
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
恒
例
の
こ
の
大
会
は
、
近
隣
市

町
村
を
は
じ
め
遠
く
は
長
野
県
、

300人を越す釣りマニア集まる

会
”

新
潟
市
の
釣
り
マ
ニ
ア
に
知
れ
わ

た
り
、
今
回
は
三
百
人
を
超
す
人

た
ち
が
参
加
し
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
り

大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中
魚
沼
漁
業
で
は
、
今
年
に
入

っ
て
、
サ
ケ
の
稚
魚
四
十
万
匹
、

ア
ユ
の
稚
魚
十
万
匹
を
信
濃
川
と

清
津
川
に
分
け
て
放
流
し
ま
し
た
。

▼
成
　
果
▲

一
位
津
南
町
樋
口
勉
六
七
〇
〇
9

二
位
松
代
町
山
倉
　
保

三
位
塩
沢
町
角
谷
甲
子
郎

　
村
内
最
高
者

　
　
重
地
　
鈴
木
壮
五
五
〇
〇
g

　
あ
な
た
も
、
来
年
は
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

村民ハイク
　
清
津
山
の
会
で
は

先
月
の
二
十
日
に
4

松
原
清
掃
ハ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
　
四
十
二

名
の
人
た
ち
が
ゴ
ミ

拾
い
の
カ
た
才
ら
4

松
原
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
清
津
山
の
会
で
は

今
度
村
民
ハ
イ
キ
ン

グ
で
尾
瀬
に
行
く
計

画
を
し
て
い
ま
す
。

水
芭
蕉
で
有
名
な
尾

瀬
も
、
今
の
時
期
は

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
（
ユ

リ
科
）
の
黄
色
の
花
が

満
開
で
し
ょ
う
。
歌

に
も
唄
わ
れ
て
い
る
美
し
い
尾
瀬

に
あ
な
た
も
行
っ
て
み
ま
せ
ん
力

日
時
七
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

　
　
二
十
四
日
の
夜
八
時
出
発

連
絡
先
田
中
富
井
吉
三
二
八
一
〇

　
　
　
上
山
井
ノ
川
求
≡
二
五

獺
孫
、
・
～
繊
舷
講
調
噛
墨
”
雀
一

癒
磯
雛
黛
蹴
穏
華
癖
欝
淋
議
膨
紫

嚢
駕
鐘
事
癒
爽
轡
楼
か
か
舞
騒
響

．
硬
鷺
謙
蟻
濃
騰
齢
鍵
麗
灘
噌
轟

　
　
　
　
　
　
菰
墾
輪
陪
翠
』

　
　
　
　
　
　
蟻
奪
鱗
蓉
・
ξ
撫

嚢
糠
戴
欝
轡
魯
皿
讐
盛
鷺
盤
灘
灘

所
翼
犠
撒
欝
鋼
懲
騒
薮
禰
癖
鱗
轟
．

勢
憲
叢
凝
噸
纂
監
③
轟
鷺
繍
麓
講

嘉
灘
驚
無
蒸
猟
徽
籔
鱒
鰭
鎧
璽
懲

梯
鱗無瀞欝ま

幸
か
礁
嚢
篠
灘
棊

爆
慈
獅
馨
灘
懸
”
癒
議
裁
韻
藤
．
　
霧

舗
傭
鷺
5
職
嫉
樗
継

》
▽
難
灘
艦
撫
驚
騨

隷
お
米
は
母
本
入
の
た
麟
健
つ
縢

力
爆
墜
嚢
源
で
ナ
藻
、
・
こ
轟
藻
体

ゆ
中
涛
黙
焼
↓
ズ
エ
沸
ル
ガ
」
越

彦
構
轟
、
、
ゆ
豫
壌
で

す
．
曝
ぞ
、
蜜
麩
乏
書
疫

有
毒
な
物
質
承
た
ま
り
、
か
っ
け

や
蔚
こ
墾
、
む
く
み
な
ど
の
原
函

に
も
な
り
ま
ず
。

。
お
米
の
中
の
ビ
タ
、
・
、
ン
恥
は
、
、

は
い
芽
や
ぬ
か
層
に
あ
る
の
で
、

お
い
し
い
臼
米
に
す
る
と
ほ
と
ん

ど
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

’
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
つ
く
ら

れ
た
の
が
、
お
米
一
グ
ラ
ム
に
ビ

タ
ミ
ン
島
一
、
五
、
・
、
リ
グ
ラ
ム
を

入
れ
た
強
化
米
で
、
厚
生
省
の
指

定
し
た
、
特
殊
栄
養
食
品
で
す
。

　
ご
家
族
の
健
康
の
た
め
に
、
強

化
米
を
混
ぜ
た
、
こ
飯
を
お
た
べ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
ヨ

　
強
化
米
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

せ
は
、
農
協
懐
た
激
、
L
、
凍
馨
返

　
　
　
　
、
ご
　
Q
　
』
　
．
繁
憾

ど
う
ぞ
。
　
ー
曝
　
　
ー
　
　
　
モ


